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6．シュレーダーの雑鍍∴∴徽ペンローズの三鶴形

1．つし、てくる顔　　2・グルメシアンと　3．逆さ艦
ホルスタイン

電熱
21．－22．ソートローブ

28レンズ議「手強

29．色の遭い

館28・レンズ議
30．エイム具の忠

27．三角額

26．多面レンズスコープ

4．遠さ藍

辛
23．魔法の機　　15・トランプ

19．波を纏える興産

25．凹面額

20．綱えるボール
14．桂復はがき　12．ありえない立体

16．－18八の字の三両額　　　　　　　13・チェス盤

24．パラボラ議

秋季特別展『桓　”雑居』

「火宅の人」などで知られる直木賞作家・

檀一雄は、明治45年（1912）に南都留郡谷

村町（現都留市）で生まれ、幼児期の2年3

カ月を谷村で過ごしました。父・参邸は

山梨県立工業学校（現在の県立谷村工業高

校）に教諭兼技師として勤めており、現在

も使われている谷村工業高校の校章は、

彼の手によるものといわれています。

本特別展では、都留市で生誕した作

家・檀一雄の足跡について、作家として

の業績や、父参邸と都留市のかかわりな

どを交えながら紹介します。

会　期　8月31日（日）－11月3日（月） 

開館時同　午前9時～午後4時30分（入館は4時まで） 

休館日　　9月8・16・22・29日 

観覧料金 
一　般　　　　600円（420円） 

高校・大学生　400円（280円） 

小・中学生　　200円（140円） 

（）内は20名以上の団体料金です。 

夏休みチャレンジ教室

夏休みの工作と自由研究は終わりまし
たか？

ミュージアム都留では、キットを使っ

て組み立てる「乾電池作り」、古代の

人々の体験をする「火おこしにチャレン

ジ」、八朔祭の屋台を手のひらサイズに

した「ミニチュア屋台作り」、竹を削っ

て作る「竹とんぼ作り」、細い竹を組み

合わせる「大名行列を作ろう」といった、
工作や自由研究に役立つ催しものがいっ

ぱいです。みんなで参加しましょう！
・8月2日（土）乾電池作りにチャレンジ

・8月9日（土）火おこしにチャレンジ

・8月16日（土）

ミニチュア屋台作りにチャレンジ
・8月17日（＝）

竹とんぼ作りにチャレンジ
・8月23日（土）

大名行列作りにチャレンジ

※なお、火おこし・ミニチュア屋台作り

チャレンジ教室は定員になりましたの

で募集を締め切らせていただきます。

定　員　各20名

時　間　いずれも午後1時30分－4時

参加費　無料（参加を希望される方は事

前に連絡をしてください）

間合先

都留市博物館「ミュージアム都留」
℡（45）8008・℡（45）8608
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